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奄美諸島‐与論島における広東住血線虫の調査

山下隆夫十斉藤豊↑佐藤良也§

大鶴正満§鈴木俊夫*

(昭和53年２月24日受領）

Ｎ

ネズミ類を終宿主とする広東住血線虫Ａ"giosZγo"‐

gyZ"Ｓｃα"Zolzc"sｉｓは，Alicata(1961,1962）やRosen

eraZ．（1962）によって南太平洋諸島に多発する好酸球

性髄膜脳炎の主要な病原体であると指摘されて以来，医

学上重要視されなければならない寄生虫として，多くの

注目を集めるようになった．日本における本線虫の分布

は，すでに沖繩県に広く土着し，これにともなって1969

年以降12例の人体症例も報告されているほか，最近は，

東京，晴海，品川，川崎，横浜，横須賀にかけての東京

湾周辺および小笠原諸島にも土着・分布していることが

報告された；また，ネズミ類からの成虫の検出は，北海

道札幌市，滝川市および静岡県の御殿場や清水港からも

報告されている．他方，沖繩から九州に連なる奄美諸島

での定着分布は，ごく最近まで確認されていなかった．

著者らは，1974年以降，奄美諸島のうち，沖繩本島に隣

接する与論島において本線虫の調査を実施し，同島にお

ける広東住血線虫の定着を確認したので，その結果を報

告する．
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年と1977年，叶地区は1977年に調査した．

２）中間宿主の調査

中間宿主として，陸産の各種軟体動物を野外採集し，

これを現地において個体別に細砕して人工消化液（０．７

％塩酸十0.1％ペプシン）を用いて消化した．消化は室

温下（３０Ｃ)，３時間行ない，これを６０メッシュの節を

用いて來雑物を除去した後，３０分間放置し，沈澄につい

て幼虫の有無を顕微鏡下で調べた．

３）終宿主の調査

終宿主のネズミ類は，サツマイモを餌とし，ケージト

ラップで生捕した．捕獲されたネズミ類は直ちにエーテ

材料および方法

１）調査地

与論島は奄美諸島の最南端に位置し，沖繩本島に隣接

する面積21kｍ２の小島であるが，第１図に示したよう

な島内４地域（那間，茶花，東区，叶）において調査を

行なった．那間地区は1974年から1977年にかけて毎年調

査を実施し，茶花地区は1975～1977年，東区地区は1976
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ルで麻酔し，開胸して肺および心臓部を摘出した．これ

を生理食塩水中でピンセットを用いて細かくむしり，心

臓および肺動脈内の成虫の有無を調べた．

の虫体の同定

中間宿主から得た幼虫の同定は，７０％エタノールで幼

虫を固定し，ラクトグリセリン液（50％グリセリン＋５０

％乳酸）で透明化した後，その30隻について各部の計測

を行なった.この計測値を諸家の報告例と比較し,また，

生幼虫の一部を体重3009のウイスター系ラット３頭に

それぞれ50隻づつ経口投与し，４０日目にラット肺動脈よ

り回収した成虫についても同定を行なった．ネズミ類か

らの成虫の同定も幼虫の場合と同様に，固定，透明化し

て各部の計測と形態的観察にもとづいて行なった．

220個体，東区の85個体および茶花で1975年と1976年に

採集した158個体のいずれにも第３期幼虫を認めること

はできなかったが，1977年に茶花で採集した35個体中２

個体（5.7％）と叶の30個体中28個体（93.3％）には第

３期幼虫の寄生が認められた．パンダナマイマイは，叶

の60個体中６個体（10.0％）に幼虫が検出された以外は

全て陰性であり，オキナワウスカワマイマイにも第３期

幼虫は検出されなかった．

２）幼虫の計測と感染実験

アフリカマイマイおよびパンダナマイマイから検出さ

れた幼虫は尾部が円錐形で，その先端は尖っており，広

東住血線虫第３期幼虫の特徴を備えていた（第２図)．

この幼虫30隻づつの各部の計測値と，諸家（Mackerras

andSandars，１９５５；堀ら，1973a）によって報告され

た計測値を第２表に示した．今回，著者らの得た幼虫の

平均体長は，アフリカマイマイからのものが0.5ｍｍ，ハ

ンダナマイマイからのものが0.491ｍｍ，平均体幅はいず

れも0.028ｍｍであり，食道長，頭部先端から排泄口

および生殖原基までの距離，尾部先端から肛門までの距

離を含めてアフリカマイマイからの幼虫とパンダナマイ

マイからの幼虫の問には大きな差を認めなかった．ま

た，これらの計測値は他の研究者によって報告されてい

る第３期幼虫の計測値とよく一致するものであった．さ

結果

１）中間宿主の検査

検査した陸産軟体動物はアフリカマイマイＡＣ/iαが"α

九Ｊ/Ｃａ（殻長６～９ｃｍ,殻幅3.5～4.8ｃｍ)，パンダナマ

イマイＢｍｃＭａｅ"αｃ加皿Z"ｓ（殻長1.8～2.5ｃｍ，殻幅

1.0～1.7ｃｍ)，オキナワウスカワマイマイル"Zicico比

ａｅＷｃＺａ（殻長1.5～1.9ｃｍ，殼幅1.1～1.5ｃｍ）の３種

である．これらの軟体動物の年次別，地域別検査結果を

第１表に示した．アフリカマイマイは，那問で採集した

TableｌＳｕｒｖｅｙｏｆｔｈｉｒｄｓｔａｇｅｌａｒｖａｅｏｆＡ・ｃａ７ｚＺｏ"e"sisinlandsnailsonYoron-jima
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０
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Table2MeasurementsofthirdstageｌａｒｖａｅｏｆＡ・ｃａ７ｚＺｏ"e"sisrecoveredfromthe

landsnailscollectedonYoron-jima,comparedwiththoseof

earlierworkers，ｕｎｉｔｉｎｍｍ．

Mackerras＆

Sandars，１９５５

Ａｇ７ｉｏＺｉｍａ工
meUis

Experimental
infection

Workers

lntermediatehost

Locality

ＨｏｒｉｅＺａＺ.，１９７３

Ｌｉｍａ工

ｍａ７ｇｚ〃ａｍｓ

Tokyo

＊Presentauthors，１９７７

ＢｍｃＺｙ６ａｅ"α
AcAazi"α九Jica ci7czJZ"s

Yoron-jima

Bodylength

Bodywidth

Esophaguslength

Lengthfromanteriorendto
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０
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０
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５
０
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０
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８
０
３

５
０
１
０
３
０

●
●
●
●

●
●

０
０
０
０
０
０

０．４２－０．５１

０．０２５

０．２

０．０９
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０．４０－０．４５

＊Measurementsinaverageandstandarddeviationin30specimens．

捕獲したネズミ類は，1976年３月と1977年10月に那間

からのドブネズミＲａＺｍＳ〃o7Ueg〃Ｓ６頭（雄１，雌

５）および1977年１０月に叶からのドブネズミ４３頭（雄

20,雌23）であった．また，1977年に那間と叶でそれぞ

れ２頭（雄２）と５頭（雄３，雌２）のリュウキュウジ

ャコウネズミSzJ"c"ｓ'""γ伽ｓγi"肋α""ｓを捕獲し

た．このうち，成虫が検出されたのは叶で捕獲したドブ

ネズミだけであり，雄２頭と雌５頭の計７頭（16.2％）

に成虫の寄生がみられた（第４表)．

これら７頭のドブネズミにおける成虫の寄生状況は第

５表に示した．陽性ドブネズミはいずれも成獣(体重250

～3609）であったが，寄生虫体数は宿主個体間に差があ

り，少ないものは１隻(雄)，多いものは24隻(雄６，雌

18)であった．

４）成虫の計測と形態的特徴

捕獲したドブネズミからの成虫(雌雄各30隻)の計測値

を第６表に示した．平均体長は雄18.95ｍｍ，雌32.24

ｍｍ，平均体幅は雄0.3ｍｍ,雌0.51ｍｍで，血液を充満

して褐色を呈する腸管が雄では前後に平行して真直ぐの

び（第３図)，雌では白色の生殖器官と相接してラセン

状に巻いた特異な形態を示していた（第４図)．食道は

根棒状で（第５図)，長さが雄で0.31ｍｍ,雌で0.33ｍｍ

あり，雄の交接刺には横条があり，２本がほぼ等長で，

その長さは平均1.14ｍｍであった（第６図)．雄の交接

嚢は第７図に示したように，広東住血線虫に特有な形態

を備えていた．雌では陰門および肛門が尾端より，それ

Table３MeasurementsofA・ca7zZo"e"sis

adultsfromratsexperimentallyinfected

withthethirdstagelarvaetaken

fromAcﾉbaZi"αルノica

onYaron-jima

FemaleＭａｌｅMeasurements

Ｂｏｄｙlength

Bodywidth

Esophaguslength

Spiculeslength

Lengthfromposte‐
riorendtovulva

Lengthfromposte‐
rｉｏｒｅｎｄｔｏａｎｕｓ

９
２
１
２

７
０
０
０

０
０
０
０

士
十
一
十
一
十
一

１
６
０
６

３
２
３
２

８
０
０
１

１

２５．５５±０．８４

０．４２±０．０２

０．３１±０．０２

０．２３±０．１１

０．０６±０．０１

Measurementsinaverageandstandaｒｄｄｅｖｉａｔｉｏｎ

ｉｎ３０ｗｏｒｍｓｔａｋｅｎｏｕｔｆｒompulmonaryartery

４０daysaftertheinfection、

らに，アフリカマイマイからの幼虫50隻ずつを３頭のラ

ットに経口投与した結果，これらのラット肺動脈より合

計78隻（雄26,雌52）の成虫を回収した．これらの成虫

は雌雄とも広東住血線虫の形態的特徴を備えていた．雌

雄30隻づつを計測した値も，他の研究者によって報告さ

れている成虫の計測値と大きな差はなかった．（第３表，

第６表)．以上の結果より，今回，アフリカマイマイと

パンダナマイマイから得た幼虫を広東住血線虫第３期幼

虫と同定した．

３）終宿主の調査
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Ｔａｂｌｅ４ＳｕｒｖｅＶｏｆＡ．ｃα"わ"e"ｓｉｓｉｎＲ．〃o7uegic"ｓａｎｄＳ""c"ｓ

〃z"γz""Ｓｍ`伽α""sonYoron-jima

Ｎｏ．ｏｆｈｏｓｔｅｘａｍｉｎｅｄＮｏ・ｏｆｉｎｆｅｃｔｅｄｈｏｓｔ Infection

positiverate
（％）

HostexammedLocalityT認:ing
MaleFemaleTotalMaleFemaleTotal

RaZtz(Ｓ〃o7UegiC"Ｓ
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〃

Ｋａｎｏ
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〃

０
１
０
２

２
３
３
２

２
４
３
４
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０
２

０
０
５

０
０
７

０

０

１６．２

S[ｲ"czzsl""γi""ｓ

７ｉ２‘たizJα"zUs Ｎａｍａ

Ｋａｎｏ

２
３

０
２

２
５

０
０

０
０

０
０

０
０

〃

〃

Table５ＮｕｍｂｅｒｏｆＡ．ｃα"'０"e"s/ｓfound 第６表に示した他の研究者による報告値と大きな差がな

ｉｎｐｕｌｍｏｎａｒｙａｒｔｅｒｙｏｆＲ．〃o7UegiczZs 〈，その形態的特徴も広東住血線虫のそれとよく一致し
trappedatKanoareaonYoron-jima

ていることから，広東住血線虫と同定した．

Ｈｏｓｔ Ｎｏ・ｏｆＡ，ｃａ７ｚＺｏ"e"szs
者察

Ｎｏ．Ｗeight(9)ＳｅｘＭａｌｅＦｅｍａｌｅＴｏｔａｌ
広東住血線虫による最初の人体症例は，台湾において

１２５０３１１２
野村・林によってすでに1945年に報告されていたが，そ

２３００旱２０２
の後Alicata（1961,1962）およびHorioandAlicata

３２６０旱４１５
（1961)によって，本線虫が太平洋諸島における好酸球性

４３５０３２２４

髄膜脳炎の主要な病原体であることが示唆され，次いで
５２８０旱６１８２４

６３００旱６１５２１ＲｏｓｅｎｅｔａＺ．（1962）がハワイで患者の脳より本線虫の
７３６０旱１０１ 幼若成虫を検出するにいたり，にわかに関心が集められ

るようになった．

ぞれ0.26ｍｍと0.05ｍｍの位置に開口し，陰門と肛門日本ではNishimuraeraZ.(1964）が西表島のドブネ

の問は背側に湾入しているほか，肛門部はやや隆起し，ズミから成虫を，続いて同氏ら（1965）が沖繩本島や

尾端は純に終っている（第８図)．これらの計測値は，宮古，石垣島の軟体動物より第３期幼虫を検出し，本線

Table6MeasurementsofA・ｃａ７ｚＺｏ"e"sisobtainedfromR．〃o7Uegicws

trappedonYoron-jima，comparedwiththoseofearlierworkers

ＨｏｒｉｅＺａＺ.，１９７３

Tokyo

Alicata＆

Jindrak，１９７０
Ohbayashi＆
Orihara，l970
Sapporocity

＊Present

authors，１９７７
Yoron-jima

Workers

Locality

1９．９０－２２．３７

０．２９－０．３５

０．２－０．３５

１．１２－１．２７

2２．６，２３．２

０．４１

０．２８８，０．３０４

１．０６，１．１９８

３２．５

０．６６

０．３１４

０．２

Bodylength

Bodywidth

Esophaguslength

Spiculeslength

２０－２５

０．３２－０．４２

０．３１－０．３２

１．０２－１．２５

３
２
８
６

７
０
１
０

１
０
０
０

＋
｜
＋
｜
＋
一
十
一

５
０
１
４

９
３
３
１

８
０
０
１

１

の
昌
呵
】
三

2６．８３－４０．３６

０．４－０．５

０．３－０．４

０．１６－０．２３

Bodylength

Bodywidth

Esophaguslength

Lengthfromposterior
endtovulva

Lengthfromposterior
endtoanus

６
４
２
４

４
０
０
０

３
０
０
０

＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
’

４
１
３
６

２
５
３
２

●
●
●
●

２
０
０
０

３

６
６
７

５
４
２

４
．
．
．

３
０
０
０

２
４
５
９

２
３
３
１

０
０
０

①
百
日
の
田

０．０３－０．０６０．０５２０．０４－０．０６０．０５±０

＊Measurementsinmm，shownbyaverageandstandarddeviaｔｉｏｎｉｎ３０ｗｏｒｍｓ．

（５６）



147

：ｉ沿輻了央巌

頭蕊1溌鑓鍵轤､、錘

懸
堆
了
率
族
鈩
瀞
轌
鮮
鰕
鐸
鑛
溌
１
人
黙
鈩
（
慰
轤
｝

､､…THJJ

illllliIllIiiiliL ；
～～蝋i1i 灘

㎡
Ｉ
‐
‐

！
鍜
甚

ili
；

鱸Jiiilllllllilllillillill
'二泡

蝋：
…

灘

７

蕊
霞

AvJ鼻
７『。５

lDxplanationofFigures

ThirdstagｅｌａｒｖａｔａｋｅｎｏｕｔｆｒｏｍＡｃ此zjii"αか//cα，characterizedbyFig.２ThirdstagelarvatakenoutfromAc此zjii"αか//cα，characterizedbycone-shapedandapically
pointedtaiL
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Fig8Femaleposter1orpartwithroundlypointedend，thevulvaopensanteriortotheanus．

（５７）



148

虫の定着を報告したのが最初である．その後，安里・岸

本（1976）は，沖繩諸島における最近の分布状況を詳細

に調査し，本線虫が伊平屋島以南の諸島に濃厚に定着，

分布していることを報告した沖繩ではこのような浸淫

状況を反映して，1969年以降12例の人体症例も発生して

いる（Otsuru，１９７７；安里ら，1977)．また，小笠原で

も堀ら（1973b，1974）によって本線虫の分布が報告さ

れている．他方，本土では堀ら（1969,1972,1973a)が

東京湾周辺域での定着を確認し，この地域での分布はさ

らに横須賀へも拡大しつつあることが指摘されている

(Otsuru，1977)．さらに，大林・折原（1968)，折原

(1972)，葛西・金子（1977）が相ついで北海道札幌市

で，多田(1975)が北海道滝川市で，また，佐野ら(1977）

が静岡県清水港周辺でドブネズミより成虫を検出してい

る．本土における分布は，まだ局地的であり，感染ネズ

ミあるいは軟体動物が偶発的にこれらの地域に持ち込ま

れたことによると考えられている．これに対し，鹿児島

県奄美諸島は，沖繩諸島との交流が盛んであり，早くか

ら本線虫の好適中間宿主であるアフリカマイマイが移入

され，広く分布しているにもかかわらず，これまでの調

査では本線虫の定着は確認されていなかった（川島ら，

1965；神谷ら，1968)．最近になって，栗原（1976）が

奄美大島のアフリカマイマイから第３期幼虫の検出を報

じ，続いて石田ら（1977）は奄美大島，徳え島，与論島

のアフリカマイマイから，さらに鹿児島県本土の枕崎，

伊集院のウスカヮマイマイからも第３期幼虫を検出した

と報告した．

今回，著者らも与論島のアフリカマイマイパンダナ

マイマイから第３期幼虫を，ドブネズミより成虫を見出

し，同島での本線虫の定着を確認することができた．し

かし，島内での分布は局地的であり，叶のアフリカマイ

マイが93.3％の高率に，また，パンダナマイマイにも

10.0％の感染がみられたのに対し，茶花では1977年の調

査で初めてアフリカマイマイに低率（5.7％）の感染が

みられたにすぎず，他の２地区（那間，東区）では全く

感染を認めることができなかった．ネズミ類も叶のＦブ

ネズミ16.2％に成虫の寄生が認められただけであった．

茶花地区は第１図に示したように，沖繩方面からの船が

頻繁に接岸する港湾地区であり，本線虫の移入される機

会もかなり多いと推測されるのに，同地区での感染はき

わめて低率であった．これに対し島中央部に位置する叶

地区での感染率が高かったのは，この地区に塵芥集積場

があり，本線虫の中間宿主，終宿主の生息密度が高いこ

とによるものと思われる．このことは，本線虫の定着に

際し，移入された港湾施設周辺に必ずしも定着するとは

かぎらず，中間宿主・終宿主の生息環境に応じて，移入

地区から離れた場所が高浸淫地区となる可能性を示唆す

るものと思われ，今後，本土での浸淫状況を調査するう

えで留意すべき点であろう．

以上述べたように，与論島においても本線虫の定着、

分布が確認され，その分布は局地的ではあるが，同島は

面積21kｍ２程度の小島であることから，今後，人体症例

発生に充分な注意を払う必要があると考える．

要約

1974年より1977年まで，奄美諸島の与論島において広

東住血線虫の分布について調査を行ない，以下の結果を

得た．

１．中間宿主の調査として，４地区（那間，茶花，東

区，叶）からのアフリカマイマイ528個体，３地区（那

問，茶花，叶）のパンダナマイマイ90個体，および２地

区（茶花，叶）からのオキナワウスカヮマイマイ17個体

を検査し，1977年に茶花で採集したアフリカマイマイ３５

個体中２個体（5.7％）と叶のアフリカマイマイ３０個体

中28個体(93.3％)，パンダナマイマイ６０個体中６個体

(10.0％)に本線虫第３期幼虫を検出した．

２．終宿主は，２地区（那間叶）からのドブネズミ

49頭，リュウキユウジャコウネズミ７頭を検査し，叶で

捕獲したドブネズミ43頭中７頭（16.2％）に成虫の寄生

を認めた．

３．以上の結果からは本線虫の与論島への浸淫時期は

不明であるが，現在のところ，その分布は局地的ながら

も与論島には定着しているものと判断された．

稿を終えるにあたり，軟体動物の同定に貴重な助言を

頂いた国立科学博物館の波部忠重博士に厚くお礼申し上

げます．
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A SURVEY OF ANG10STRONGYLUS CANTONENSIS ON YORON-JIMA,

AMAMI ISLANDS, JAPAN

Takao YAMASHITA, Yutaka SAITO

{Department of Parasitology, Yamagata University School of Medicine,

Yamagata, Japan)

Yoshiya SATO, Masamitsu OTSURU

{Department of Medical Zoology, Niigata University School of Medicine,

Niigata, Japan)

AND

TOSHIO SUZUKI

{Department of Parasitology, Akita University School of Medicine, Akita, Japan)

During a period from 1974 to 1977, a survey of intermediate and final hosts of Angio-

strongylus cantonensis was carried out on Yoron-jima, Amami Islands, and the following results

were obtained.

1) In total, 528 Achatina fulica were collected from 4 areas of the island, i.e. Nama,

Chabana, Higashiku and Kano. Among these snails, 2 (5.7%) out of 35 from Chabana and 28

(93.3%) out of 30 from Kano collected in 1977 were found to be parasited with the third

stage larvae.

2) However, Bradybaena circidus collected at Nama, Chabana and Kano areas was 90

in total and only 6 (10.0%) out of 60 from Kano collected in 1977 were found to be parasitized

with the third stage larvae.

3) The third stage larvae could not be found in Fruticicola despecta from Chabana and

Kano.

4) Among 49 Rattus norvegicus and 7 Suncus niurinus riukiuanus trapped at Nama and

Kano, only 7 (16.2%) out of 43 rats at Kano were parasitized with the adult worms.

5) These results indicate that this nematode is prevalent in some limited areas of this is

land.
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